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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脱毛症の予防および治療的処置に使用する美容用または皮膚科用組成物を製造するため
の、下記一般式(I) に対応するペプチド、もしくは下記一般式(II)に対応するその複合体
、またはそれらの混合物の使用：
X-Gly-His-Lys-Y (I) (SEQ ID NO. 1-2) 
A-X-Gly-His-Lys-Y (II) (SEQ ID NO. 3-4)
上記式中、Ａは、下記に対応する基を表し、
－一般式(III)のモノカルボン酸
HOOC-R(III)(ここで、Ｒは、直鎖または分岐のC1～C24 脂肪族基である)、リポ酸またはN
－リポイル－リシン、
Ｘは、１～３のリシン残基の鎖を表すか、結合を表し（式（II)の場合）、
Ｙは－OHまたは－NH2基を表し、
アミノ酸はＤ、ＬまたはDL形であり、
あるいはA－Xは水素原子を表す。
【請求項２】
　一般式(III)の酸が、酢酸、ミリスチン酸およびパルミチン酸から選ばれるC1～C24脂肪
族基、またはリポ酸もしくはN－リポイル－リシンであることを特徴とする、請求項１記
載の使用。
【請求項３】
　Ａがリポ酸、酢酸およびパルミチン酸から選ばれることを特徴とする、請求項１または
２記載の使用。
【請求項４】
　複合体が以下から選ばれることを特徴とする、請求項１～３のいずれかの項記載の使用
：
１- A-Lys-Lys-Gly-His-Lys-NH2 (SEQ ID NO. 11) 
２- A-Lys-Gly-His-Lys-NH2 (SEQ ID NO. 12) 
３- A-Lys-Lys-Gly-His-Lys-OH (SEQ ID NO. 13) 
４- A-Lys-Gly-His-Lys-OH (SEQ ID NO. 14) 
ただし、Ａは請求項１～３のいずれかの項で定義した一般式(III) の酸である。
【請求項５】
　ペプチドまたはペプチド複合体が以下から選ばれることを特徴とする、請求項１～４の
いずれか１項記載の使用：
H-Gly-His-Lys-OH 
Lipoyl-Lys-Gly-His-Lys-NH2 
Ac-Lys-Gly-His-Lys-NH2 
Palm-Lys-Gly-His-Lys-NH2。
【請求項６】
　ミノキシジル、ニコチン酸エステル、抗炎症剤、レチンノイン酸もしくはその誘導体、
レチノール、または 5α- リダクターゼ阻害剤から選ばれた再発毛を改善する化合物をペ
プチドまたはペプチド複合体と併用することを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項
記載の使用。
【請求項７】
　下記式(II)に対応する別のペプチド複合体およびそれらの混合物を、前記ペプチドまた
はペプチド複合体と併用することを特徴とする、請求項１～５のいずれか１項記載の使用
：
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A-W-Lys-Asp-Val-Z (II) (SEQ ID NO. 17-18)
式中、
Ａは、酢酸およびパルミチン酸から選ばれるC1～C24 脂肪族基であり、
Ｗは、Ｚが、DOPA-NH2を表す場合は結合を表し、
あるいはＷは、ＺがTyr-NH2 、Tyr-OHまたはDOPA-NH2を表す場合はGly-Gln-GlnまたはGlu
-Glnを表す。
【請求項８】
　美容または皮膚科用組成物が局所適用のためであり、p-アミノ安息香酸（PABA）または
そのエステル；ケイ皮酸エステル；サリチル酸エステル；ベンゾイミダゾール；ベンジリ
デンカンファー誘導体およびトリアジンから選ばれたUVB遮蔽剤を併用することを特徴と
する、請求項１～７のいずれか１項記載の使用。
【請求項９】
　p-アミノ安息香酸のエステルがエチルヘキシルジメチルPABAもしくはPEG-25 PABA；ケ
イ皮酸エステルがメトキシケイ皮酸エチルヘキシル、p-メトキシケイ皮酸イソアミル、も
しくはオクトクリレン；サリチル酸エステルがホモサレート、もしくはサリチル酸エチル
ヘキシル；ベンゾイミダゾールがフェニルベンゾイミダゾールスルホン酸；ベンジリデン
カンファー誘導体が4-メチルベンジリデンカンファー、ベンジリデンカンファー、カンフ
ァーベンザルコニウムメトスルフェートもしくはポリアクリルアミドメチルベンジリデン
カンファー；トリアジンがエチルヘキシルトリアゾンもしくはジエチルヘキシルブタミド
トリアゾンであることを特徴とする請求項８記載の使用。
【請求項１０】
　請求項１～５のいずれか１項記載のペプチドまたはペプチド複合体を、場合により請求
項６または７記載の再発毛を改善する化合物、および請求項８または９記載のＵＶＢ遮蔽
剤と併用した組成物を頭皮に適用することを含む、脱毛症に対する美容的処置方法。
【請求項１１】
　請求項１～５のいずれか１項記載のペプチドまたはペプチド複合体を、場合により請求
項６または７記載の再発毛を改善する化合物と併用して含む、食品サプリメント。
【請求項１２】
　請求項１１記載の食品サプリメントを投与することを含む、脱毛症に対する美容的処置
方法。
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